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２．１．２ 抽出方法  
流水で解凍した試料から、頭足部および内臓をとり除き、胴部の内側を流水
で洗浄後、胴部（ヒレを含む）の表皮を素手で剥いて採取した。得られた表皮




ールをイカ表皮 1 杯につき約 100 mL 加えて、表皮を 5 分間浸漬した。これは、
次に加える塩酸含有メタノールの前処理として、溶媒をメタノールに置換する
ためである。メタノールを廃棄後、抽出液である塩酸 /メタノール（2:100、v/v）
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使用した試料布 毛、絹、綿 綿 綿 綿
試料布の枚数 9枚 1枚 1枚 密閉あり：１枚密閉なし：１枚
試料布の重さ 2.187g 0.260g 0.257g 密閉あり：0.262g密閉なし：0.269g
時間 20min 20min 3h 96h









































染色堅牢度及び 試験には、Ｄの密閉しない方法で 30cm×21cm の綿布を染
色し、乾燥後にイオン交換水ですすぎを行ったものを用いた。 
 
２．３ 染色状態の評価  


































２．５ 染色布の引張試験  
引張試験には、染色布を 3cm×20 ㎝に裁断し、両端端からほぼ同数の糸を取
り除き、2.5cm×20cm にした試験片を用いた。試験機は、テンシロン万能試験
機 RTC-1250 (株式会社オリエンテック)、記録計 AR-6000 (株式会社オリエン
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l 第一添付白布 4cm 
： 
I -----------------------












３．１ 染色状態  








図４：条件 A 染色布の L*値 
図５：条件 A 染色布の a*値及び b*値  
図４：条件 染色布のL*値
３．結果及び考察  
３．１ 染色状態  








図４：条件 A 染色布の L*値 
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色を試みた。その結果（図６）、浴比 1：10 で染色条件 A と同じ 20 分間の浸漬




で染色性を高めるため、さらに低い浴比 1：4 で維持して 3 時間の染色を試み




図７：条件 A～D の綿染色布の a*値及び b*値 
図６：条件 A～D の綿染色布の L*値 図 件A 〜 Dの綿染色布のL*値
ないかと考えられる。  
 このことから、最も濃く染まることが確認できた綿について、低浴比での染
色を試みた。その結果（図６）、浴比 1： 0 で染色条件 A と同じ 20 分間の浸漬




で染色性を高めるため、さらに低い浴比 1：4 で維持して 3 時間の染色を試み




図７：条件 A～D の綿染色布の a*値及び b*値 
図６：条件 A～D の綿染色布の L*値 
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	L*	 	a*	 	b*	 ΔE
染色布 試験前 45.46 17.43 13.45 12.2試験後 56.67 14.39 9.70
第一添付白布（綿） 試験前 96.12 -0.18 2.13 11.7試験後 87.37 7.58 0.96
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